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屋-^T((鉛)+n'=;… P(Ioii)♂(i-n) (i-1,･･f) (1)

























































-∑D(6,i)の時間発展が 6-0(純粋系 )で3つのtime regiJme･をもっことはたびたび∫=0
言及 してきたo即ち古典カオス拡散を示す regime i<T,,量子飽和-の長いtransientT,








DQ(E)～ 62 (摂動領域 )













Ec～(A/ap)(T,)-d2,6T/cc～ lDcLT,/∂p2]ト リ (9)


































































































クが作用 した時に協同的に古典性が回復されるというシナ リオをつ くりあげた｡我々はこの正
しさを更に検証すべく2つのrotorの一方がchaos状態,他方がtorus状態の実験 を行った｡
我々の考え方からすれば,まづtorusrotorがChaosrotorからのえいきょうでchaos成分
をい くぶんか含み, しかるのちにその効果がchaosrotorにフィー ドバックされてChaos
rotorに古典化がおこることになる｡このためにはEは十分大きくなければならない｡実際文
















in Quantum Chaos= Suppl.Prog.Theor.Phys.No.98に掲載予定｡
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